
琉球大学学術リポジトリ

山羊の副卵巣腫瘍について

言語: 

出版者: 琉球大学農家政工学部

公開日: 2011-04-22

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 渡嘉敷, 綏宝, 喜納, 豊明, 中本, 正祐, Tokashiki,

Suiho, Kina, Homei, Nakamoto, Seiyu

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/19249URL



山羊の副卵巣腫瘍について

渡嘉敷綏宝＊・喜納豊明*＊・中本正祐*＊

SuihoToKAsHIKI，ＨｏｍｅｉＫＩＮＡａｎｄＳｅｉｙｕＮＡＫＡＭｏＴｏ：

OnAccessoryovariumtumorsofgoat．

家畜の生殖器の奇形には牛のフリーマーチン8)や山羊の間性2)があり，これらは異性双胎や外見上

から幼時に発見されて繁殖用から除外されるのが普通である。

ところで今回種畜場の繋養山羊で卵巣襄腫と思われたものが，屠殺解体した結果卵巣の奇形だった

ことが明かにされた。すなわち本山羊は卵巣に近接して１対の襄腫が存在していた。外貌は一見雄'性

の容相を帯びていたが，外部生殖器に異常は認められなかった。内部生殖器を解剖並びに組織学的に

観察した結果，稀有の副卵巣腫瘍と思われるので，その概要を報告する。

材料と方法

本山羊は１９６０年４月羽地支場において生産されたものである。１９６１年頃より不定期的な異常発

J盾があったので，交配を試みたところ，逆に雄に乗駕する行動を示した（この頃から外貌が変化し

た)。１９６３年以後は無発情の状態だったので人工発情を試みたが，なんらの反応も示さなかった。

1964年２月廃用のため屠殺解体した。屠殺当時の体重は７３ｋｇで大型に属し，頚部強大で長大な顎

髭を有し，外貌は一見雄を思わせるも，外陰部，膣は正常で，乳房の発育が幾分劣る程度であった

(第１図)。

第１図副卵巣腫瘍の山羊

＊琉球大学農家政工学部畜産学科

*＊琉球種畜場羽地支場
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内部生殖器は第２図に示すごとくで，前述のごとき異常が認められた。生殖器は全体として１Ｍ

ホルマリン液に保存した。組織標本作製にあたっては組織片をホルマリン液で再固定し，パラフィン

切片としてHaematoxylin-eosin染色を施した。

－４１

部生殖器

ＡＯ：副卵巣腫瘍，

膣

第２図内

Ａ：不正形な卵円形の附着物，

ＯＤ：卵管，Ｕ：子宮角，Ｖ：

Ｏ：卵巣，

観 察

１．解割所見凌

（ａ）卵巣卵巣の大さば左卵巣4.2×0.8×L3Cin，右卵巣４×0.8×１．４ｃｍで両側とも扁

平で長く，萎縮しており，皮質に１ｍｍ程度の小卵胞を認めるだけで，中卵胞および黄体を欠く。

左卵巣の附着部位から靱帯がのびて約２ｃｍのところに小児頭大の襄腫が存在し，内容は実質はな

く，第３図のごとき黒褐色の血液で満たされている。また右卵巣の附着部位から約４ｃｍのところに

鴦卵大の襄腫が存在し，ホルマリン保存した後の内容物は血清色をおびたカンテンようである。襄腫

壁の厚さは0.9～１ｍｍ程度で，附着部周辺は幾分厚くなっている。左右襄腫とも単房性で，肉眼的

にみて牛や豚の卵巣襄腫に比し，鬘腫壁が厚すぎる外は差異を認めない。

第３図左側副卵巣腫瘍断面
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(b) 卵 管 左卵管の長さは 3.5cm で,先端は盲管となって開口部がなく,卵管釆を欠 く｡

また卵管間膜は短 く,直接その基部に接着 している｡右卵管の長さは 4cm で,ほぼ左卵管と同一の

形状をしている｡

(C) 子宮およびその他 子宮の長さは子宮頚 4cm,子宮体 1em,子宮角は両側とも約 11cm

で,特に変状は認められない｡腔の長さは 10cm で,陰核の肥大もなくく正常である｡

右側卵巣と嚢腫の間に嚢腫に接 して3×5cm大の不正形な卵円形の附着物があり,内容はやや硬く,

戎程の腫癌とも考えられる｡

2. 組織 学 的所 見

(a) 卵 巣 皮質内の小卵胞は額粒層を欠き変性 して,すでにその機能を失っていると考えら

れる｡卵巣実質は第 4図に示すごとく,大部分結合組織線維でおきかえられている｡

右側嚢腫の嚢腫壁は第 5図に示すごとく,筋線維が著るしく増殖 してお り,内腔および筋層内の細

胞は離脱または欠除 して形態的な異常を示 している｡

第 4図 右卵巣 (100×) 第 5図 右側副卵巣腫癌の嚢腫壁 (40×)

(b) 卵 管 左卵管の膨大部の横断面は第6図に示すごとく,管腔の直径約 1.2×1.1mm の･

円形管腔と2･3× 1･6mm の卵円形管腔の2腔を有 し,前者はヒダ が多 く膨大部の像を示すが,後者

はヒダが低 く,隆起 した像を示 し,卵管子宮部附近の像を思わせる｡

右卵管の膨大部の横断面は第 7図に示すごとく,内径 1.5×1.0mm と 2.3×1.5mm の管腔 2腔~

からなり,その構造は左卵管とほぼ同様である｡これらの卵管はいわゆる重複卵管 tubasupernume一･

raria6) に属するものと思われる｡

(e) 子宮およびその他 子宮粘膜は 1層の円柱上皮で覆われ,子宮腺は細 く,円形または楕円

謹 三 頂 ㍉ ----~ ~

第 6図 左側卵管の横断 (40×) 第 7図 右側卵管の横断 (40×)
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形を呈 し,粘膜表面から筋層間に散在する｡

右側卵巣近辺にある ｢不正形な卵円形の附着物｣については組織全面にわたって 8-12f∠程度の細

胞が多数存在する｡この細胞の解明は困難であるが,或程の腫癌細胞ではないかと思われる｡

考 秦

山羊の副卵巣腫癌については寡分にしてその発生例を知らないが,HansSelyel)によると次のよう

な記載がある｡

『2つ以上の卵巣がある婦人は例外的である｡ほかに異常のない卵巣の 1部が部分的に卵巣の主部

から分れ,かかる奇形が一層強度になると卵巣のある部分が完全に分離するが,過剰数卵巣とか,偽

性附属卵巣と普通呼ばれている｡例外的な場合に附属卵巣が正常卵巣とまったく同様に発育 (大きさ

と機能) して,さらに第3の卵管と連結することもある｡かかる症例は,真性附属卵巣とか第3卵巣

と呼ばれる｡このような稀有の第3卵巣は驚くべき大多数が腫癌形成 (たいていは奇形腫)の場所と

なる｡この事実から先天性卵巣奇形が腫痴形成の素地となることを示すものと解釈される』と｡

小川民ら7)の副卵巣嚢胞についての記載によれば,卵管間膜内で卵巣,卵管および卵巣提執帯との

間にある櫛状物で,内腔は一層の繊毛上皮で被われた管状体を劃卵巣という｡元来は原腎頭部の遺残

であるが,これに分泌物が貯溜 して聾を作ったものを副卵巣襲胞と称する｡高々手拳大,ほぼ球状,

蒋壁の単房を作るが,これと卵巣嚢腫との鑑別はほとんど不可能で,手術時その所在によってはじめ

てこれを知りうる｡

また森氏8)によると副卵巣腫癌というのは卵巣に近接 した靭帯およびその他の組織に発生するすべ

ての腫癌を含んでおり,多くは広靭帯,Wolff氏体,副卵巣,側卵巣,卵巣網,前腎遺残物,MGller

および Wolff氏遺残物 Gartner氏遺残物の腫癌という意味で記載されている｡実際上述の胎生期の

退化器官は,全部ではないにしても,その多くが腫癌発生の母地を提供 しているものと考えられる｡

しかし,その腫癌個々については大低その発生母地組織は明かにしえないものである｡

これらの所説や嚢腫の形状から推測 して本山羊は先天的な卵巣奇形に尿する｡ところで副卵巣とい

う場合にはその中に卵細胞あるいは卵胞組織がなければならないが,本例の腫癌にはこれらの組織を

認めることはできなかった｡ しか し卵管が 2腔になっているところから,これらの腫癌は副卵巣とし

て分化 したものが嚢腫化 した副卵巣腫癌と思考される｡

雌の雄性化は副腎皮質の増生によって起るといわれる｡副腎生殖器症状群は明かに Adrenalan-

drogen の過剰分泌によって発生する｡ 発病の年令性によってその臨床像を異にするが概ね女性は仮

性半陰陽を伴う4)｡

一方発情ホルモンの長期注射によって雌性動物の情欲の雄性化,すなわち Masculinizationの起る

ことは西川博士の朝鮮ポニーの実験でも明かであるが,自然界でも牛の卵巣嚢腫,あるいはニワ トリ

(Kredie,1938)やモルット (BacsichandWyburn,1946) の卵巣の腫癌のある場合などにみられ

る5)｡

本山羊に副腎皮質機能冗進症が起ったかどうかは副腎の組織学的観察や尿中 An血ogenの測定がな

されないため明らかでないが,陰核は正常で仮性半陰陽を伴なわない点からして克進症はなかったも

のと思われる｡雄性化の原因は明かでないが,副卵巣腫癌との関係が注目される｡

辛 約

程畜場繋餐山羊の中に長年繁殖不能の山羊がいたので廃用とし,解剖並びに組織学的に観察 した結
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莱,次のごとき所見を得た｡

1. 本山羊は外貌は一見雄性の容相を帯びていたが,外部生殖器,乳房などには形態的な変化はみ

られなかった｡

2. 解剖 した結果,1対の卵巣と,卵巣に近接 して小児頭大 と驚卵大の 1対の腫疫を認めた｡

3.卵管は左右とも先端部が閉鎖 して開口部がな く,また卵管釆も欠除 していた｡特異的なのは外

観上 1本の卵管が組織学には 2個の管腔を有 し,いわゆる重複卵管の像を呈 し,これが 2対の卵巣と

の関連性を思わせた｡

4. 以上の所見を検討 した結果,本山羊は先天的な卵巣奇形で,副卵巣として分化 したものが腫癌

を発生 したものと認められた｡

終りに臨み御校閲を賜わった東大星冬四郎教授,顕微鏡写真撮影に御助力下さった琉球大学農家政

工学都田盛正雄氏に深謝の意を表 します｡
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Summary

Amongthefemale-goatsintheAnimalBreedingStationoftheGovernmentoftheRyuku

Islands,therewasonewhichwassterile.ItwasdiSSeetedforanatomicalandhistologieal

studies.

TheauthorsObservedasfollows.

1. Herappearancewasmale,butherexternalgenitaliaandmammawereofordinary

female.

2.Astheresultofanatomy,theauthorsfounedapairofovariesandapairoftumors
/

closetotheovaries,onewasaslargeasaheadoflmman babyandtheotheragooseegg.

3.Bothoviductshadnoostium BbdominaleS,havingheedclosedattheends,andn0

月mbriaetubal.Anotherpeculiaritywasthatoneoviduct,consistedoftwocavitiesandformed

so-Calledtubasupernumeraria,whichwasconsideredtoberelatedtothetwopairsofovaries.

4.Afterstudyingtheaboveobservation,theauthorsconcludedthatthewassuffering

fromcongenitaldeformityofovaries,andheracce880ryOVarishaddevelopedintotumor.


